

















































































































































































2｜上原一塵． 柿l山昇.， 高橋孝助林哲「東アジア近現代史」 （有斐間．
1990年) 56輿。菊池榮三・菊池伸二「キリスト教史」 （教文館, 2007年
再版） 337349頁“村川堅太郎・江上波夫・林健太郎「詳説世界史（再





























レンテイノ ‘シトイ ニ lil: (寺出勇文訳） 「フィリピンのキリスト教」































リスト教史(1)｣ (教文館. 1989年3版) 152157頁．宝1It吾・鈴木邦















































































































































ちと朝鮮尚校生のための11州関係史入門」 （公人社． 1986年) 6061頁
参照。
‘'咄！ 「東アジア近現代史.1 384344, 4849頁。梛児ﾐf (吉、寅訳） 「台
漣のキリスト教」 「アシ’7' ・キリスト教史(1)」 （教文館. 1989年3版）
71. 92頁口特に台湾独､I連動の経緯については． 賊{蜘輝『台湾一人間．






















































































’ '7’ 同菩168169頁． これに関する詳細は~ 鶴見良付iバナナとH本人



















































































































































;25’ ｜面] ‘倫文1861871'1~小捺修也「平和と黄i［」今村嗣夫．小線修山「 ・
匹の羊の教え－いまllllわれる少数者の人椎」 ( II本堆好教団出版肘． 200(〕
年） 120122輿Ⅱ井l1i胤「｢朝鮮耶蘇教長老会総会録」に見る神社参僻III1地」
｢キリスト教'γ： 蛸33り･」 （立教大学キリスト教学会． 1991年) 35r[
”，!､雑Iij褐論文123ML土肥前掲論文188191頁。

















































































































































































































































































































































最近. 1 1本と中同． そして台湾の|H1で， ある無人島の領有権
問題をきっかけに急速に緊張が高まるという事態が起こった。
この状況の中， 先頃発表された新しい防衛計画の大綱には．南
西諸島〃面への自衛力の強化が盛り込まれている。石垣島への
自衛隊の配備計画も徐々に進んでいるらしい。 ：脾天間基地問題
は， いつの間にか影が薄くなった盤がある[〕何か時代が19111:
紀後,rに巻き戻されたような恐怖を覚える,今[|この頃である。
同じ歴史を繰り退きないためには，一人一人の人間が国権第
一主義の思考パラダイムから脱けHIすことが必要である。その
ためにも‘ 人的交流によってお互いの目を見詰め合い， 人間と
して認め合うことが亜要である。琉球弧から台湾を経てフィリ
ピンに至る島々は,過去において様々な国の支配を受けてきた．
今また，米国日本． ！ '』同の利椛と|司権の挟間で棚)II暮れよう
としている。この時こそR本の数会は‘沖縄,台湾‘そしてフィ
リピンの教会と共に． 連帯して平~fⅡへの強い姿勢を示すべきで
はないだろうか。その第一歩は， 一人一人が互いを認め合い，
受け入れ合うことを通じて， 一人の人間を大事にするという，
当たり前のことから始まるのである‘〕
157－
